
社会資本整備審議会道路分科会

平成２３年度 第１回中国地方小委員会

日 時 ： 平成２３年１１月８日（火）１５:００～１７:００

場 所 ： 広島合同庁舎２号館８階中国地方整備局会議室

議 事 次 第

１．開 会

２．挨 拶

３．議 題

（１）中国地方の高規格幹線道路の現状と課題について

（２）新規事業採択時評価について

・一般国道９号（山陰自動車道）湖陵･多伎道路

・一般国道９号（山陰自動車道）大田･静間道路

・一般国道９号（山陰自動車道）三隅･益田道路

（３）その他

４．閉 会



社会資本整備審議会道路分科会

中国地方小委員会 委員名簿

（平成23年１１月８日現在、敬称略、順不同）

氏 名 所 属 備 考

【委員長】

藤 原 章 正 広島大学大学院 国際協力研究科 教授
ふ じ わ ら あ き ま さ

池 本 よ志子 (株)ディア・フォロン 代表取締役
い け も と よ し こ

鎌 倉 秀 章 中国経済連合会 専務理事
か ま く ら ひ で あ き

平成２３年９月１日転職小 池 淳 司 神戸大学大学院 工学研究科 教授
こ い け あ つ し

小 嶋 光 信 両備グループ代表
こ じ ま み つ の ぶ

澤 喜司郎 山口大学 経済学部 国際経済学科 教授
さわ き し ろ う

篠 原 靖 跡見学園女子大学 観光マネジメント学科 准教授
し の は ら やすし

八 田 典 子 島根県立大学 総合政策学部 教授
は っ た の り こ
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社会資本整備審議会道路分科会 中国地方小委員会運営規則

（趣旨）

第１条 本規則は 「社会資本整備審議会道路分科会運営規則 （平成22年8月3日道路分、 」

科会決定）に基づいて中国地方整備局（以下「整備局」という ）に設置する地方。

小委員会（以下「小委員会」という ）の組織、委員、会議、庶務その他委員会の。

設置等に関して必要な事項を定めるものである。

（小委員会の事務）

第２条 小委員会は、社会資本整備審議会道路分科会長（以下「分科会長」という ）の。

指名に基づき、以下の事務を行う。

１ 直轄事業の事業評価など地方における道路事業の効率的な実施に関し、整備局か

らの報告を受けること。

、 。２ 整備局の報告に対し意見がある場合には 分科会長に対してその具申を行うこと

（小委員会の委員及び組織）

第３条 小委員会に属すべき委員等（社会資本整備審議会令（平成十二年六月七日政令

第二百九十九号）第４条第５項の「委員等」という。以下同じ ）は、道路分科会。

に属する委員等のうちから、分科会長が指名する。

２ 委員等は、１０名以内で組織する。

３ 委員等の任期は、２年とする。

４ 委員等は、再任されることができるが、最長６年を限度とする。

５ 委員会に委員長を置き、分科会長が指名する。

（会議）

第４条 小委員会は、委員長が招集する。

２ 小委員会は、審議方法を定めた社会資本整備審議会道路分科会中国地方小委員

会運営要領を決定する。

（会議の成立条件）

第５条 会議は委員等の三分の一以上の出席がなければ開催することができない。

（小委員会の庶務）

第６条 小委員会の庶務は、中国地方整備局の道路部路政課において処理する。

附 則

この規則は、平成２２年１２月７日から施行する。



社会資本整備審議会道路分科会 中国地方小委員会運営要領

１．目 的

本運営要領は、社会資本整備審議会道路分科会中国地方小委員会運営規

則第４条２項に基づき、小委員会の審議の方法に関し必要な事項を定め、

もって小委員会の透明性・客観 性及び円滑な会議運営に資するものであ

る。

２．委員会の運営に関する事項

(1) 外部からの意見聴取

小委員会は、必要に応じて外部から意見を聴くことができる。

①意見を聴取する者の選出は、予め各委員の意見を聴いて委員長が

決定する。

②意見の聴取方法は、会議への出席又は書面による提出のいずれか

により行うことができる。

(2) 会議の進行

会議の進行は、委員長が行う。

(3) 会議の記録

事務局は、会議の議事要旨及び議事録を作成し、出席した委員の確認

を得なければならない。

３．審議過程の透明性の確保に関する事項

(1) 会議の公開

会議は、原則として報道機関を通じて公開とする。ただし、会議の内

容によっては委員会に諮り、非公開とすることができる。

(2) 会議に提出した資料等の公表

会議に提出した資料 議事要旨及び議事録は公表する。ただし、個人、

情報等で公表することが適切でないと小委員会が判断する資料等につい

ては、公表しないものとする。

(3) 公表に係る事務

公表に係る事務については、事務局が行う。

４．その他委員会を運営する上で必要となる事項

本運営要領に定めのない事項及び本運営要領の変更は、小委員会で審議

し決定する。

附 則

１ 本運営要領は、平成２２年１２月７日から施行する。




